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⑴2017年選挙の意義
政府は、国の威信をかけ平穏かつ公正な選挙の実

施に努めた結果、国際選挙監視団は平和的、民主的
選挙が行われたと評価した。この選挙により、アン
ゴラにおける政治的安定性について、国際社会の評
価は高まったと言えるだろう。

選挙では、①一党支配、②それに伴う汚職・腐敗、
③経済危機、などへの国民の不満から与党MPLA
の苦戦も予想されたが、与党は長年の実績と圧倒的
な資金力と組織力により勝利した。但し、一党支配
に陰りが見えたことは明らかであり、今後、より開
かれた民主主義に移行していくという道筋をつけた
選挙であったとも言える。（選挙結果は資料参照）。

⑵ロウレンソ大統領による新時代の幕開け
ロウレンソ大統領は、実直、クリーンな政治家と

の評価が高く、政治への信頼回復と経済的課題の克
服という重い課題と期待を背負ってスタートしたが、
過去の柵に囚われず、いち早く現実的かつ大胆な改
革路線を打ち出しているところが注目される。特に
アンゴラの潜在力に注目する経済関係者は、ロウレ
ンソ大統領による新時代が経済の安定と信頼をもた
らすのか、その手腕と具体的成果に期待するところ
大である。

2017年総選挙（選挙制度と投票結果）

・議会選挙が大統領選挙を兼ねる

・議会は一院制（任期は5年間）

・総議席220 
　　全国区130議席 
　　地方区90議席（18州×5議席）

・比例代表制

・最大政党が大統領を選出 
　　比例名簿1位：大統領 
　　比例名簿2位：副大統領

概要
選挙人登録者数 9,317,294
投票数 7,093,002 76.12%
棄権数 2,224,292 23.88%
有効投票数 6,817,877 96.13%
白票 172,639 2.43%
無効票 102,486 1.44%

得票数 得票率 獲得議席
MPLA 4,164,5157 61.08% 150（68.2%）
UNITA 1,818,903 26.68% 51（23.18%）
CASA-CE 643,961 9.45% 16（7.2%）
PRS 92,222 1.35% 2（0.9%）
FNLA 63,658 0.93% 1（0.45%）
APN 34,976 0.51% 0

過去3回の選挙結果
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の頻度で会合を開催するようになり、やり方も日本
とアフリカの交互の開催とし、更に、経済分野重視
も目に見える形となった。冒頭の世論調査での中国
への高い評価は日本にとって気になることである。
経済関係を重視するのがアフリカである。ならば、
経済関係を強くすることで、政治･外交関係も緊密
にしていくことができると考えるのが妥当であり、
今の日本はいい形でアフリカとの関係を強化しつつ
あるといえよう。

最後に、安倍総理がTICAD VIで述べたことを
紹介しておきたい。「この巨大な大陸に、国連安保
理の常任理事国がありません。アジェンダ2063（ア

フリカの長期ビジョン）は、2023年までに、これ
を正すと謳いました。全幅の支持を、私からお受け
取りください。……2023年までに、アフリカは、
常任理事国を送り出しているべきです」。　

アフリカに対する支援の言葉ともとれるが、実は、
アフリカとの一体感を示すことで、日本こそが国連
改革でのアフリカの支持を得たいのである。国連の
1/4以上の大きな票田となるアフリカは政治・外交
的にも重要性を持っている。アフリカを舞台とする
政治・外交も動いている。

（東外大現代アフリカ地域研究センター
アドバイザー）

アンゴラ新時代の幕開け
～期待と展望～

澤田 洋典（さわだ ひろのり）（外Po1980）

はじめに
アンゴラは、独立後27年間（2002年まで）内戦

が続いていたため、長い間国際社会から取り残され
ていた印象がある。そして、内戦終結後、経済的に
急成長を遂げ、政治的にも安定し、今後大きく成長
する大きな可能性を秘めているにも拘らず、そのこ
とはあまり知られていない。そこで本稿では、昨年
の選挙を経て新時代を迎えたアンゴラの情勢と今後
の期待と展望について紹介したい。

政治の歴史的転換（ドス・サントス体制の終焉）
アンゴラは独立後一貫してMPLA（アンゴラ人

民解放運動）社会主義政権による一党支配体制が続
いているが、今歴史的転換期を迎えている。昨年9
月、38年ぶりにロウレンソ大統領による新政権が
誕生した。この政権によってアンゴラは今大きく変
わろうとしている。
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ロウレンソ大統領は、実直、クリーンな政治家と

の評価が高く、政治への信頼回復と経済的課題の克
服という重い課題と期待を背負ってスタートしたが、
過去の柵に囚われず、いち早く現実的かつ大胆な改
革路線を打ち出しているところが注目される。特に
アンゴラの潜在力に注目する経済関係者は、ロウレ
ンソ大統領による新時代が経済の安定と信頼をもた
らすのか、その手腕と具体的成果に期待するところ
大である。

経済の安定化に向けて高まる期待
アンゴラは、高い経済ポテンシャルを有している

が、経済の多角化と安定化という大きな課題を抱え
ている。これに対する新政権の取り組みは肯定的に
評価されており、その具体的成果が期待されている。
また、石油価格の再上昇がアンゴラ経済に好影響を
与えつつある。

⑴アンゴラの経済ポテンシャル（石油、鉱物資源、
農業・漁業、観光、国土、人口）

アンゴラは、日本の3倍の国土と2500万人以上
の人口を擁し、アフリカ第3の経済規模を誇る。ア
フリカ第2の産油国、世界第6位のダイヤモンド生
産国である。鉄鉱石、マンガン、ニッケル、金、銅
など豊富な鉱物資源も有する。また、農業に適した
国土を有しており、植民地時代はコーヒー、綿花、
サイザルなどの一大輸出国であった。和平達成後は
オイルブームもあり急成長した（04年～08年平均
17.3％）。

首都ルアンダの街を一望すると、植民地時代の繁
栄の面影があり、オイルブーム以降の近代的高層ビ
ル群がモザイクを成して、アンゴラの国力と急成長
の足跡、今後の大きな発展の可能性を窺い知ること
ができる。（写真参照）
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⑵石油依存の経済構造
しかしながら、輸出の95％、歳入の50％、GDP

の40％を石油部門が占めるという極端な石油依存
経済構造になっており、経済の多角化、投資環境の
整備が遅れている。そのため、2014年以降の石油
価格急落の影響を大きく受け、税収が激減し財政が
逼迫（財政赤字の対GDP比3.5％）、対外債務も膨
らみ（対GDP比6割超）、ここ数年経済は低迷して
いる（2016年はマイナス成長）。

⑶課題（経済の多角化、財政・金融改革、汚職
体質の改善、投資環境整備）

ロウレンソ新政権は、このような危機的な経済状
況の中、アンゴラ国民のみならず国際社会の期待を
担って誕生した。そして、経済の多角化、安定化の
ため、汚職体質・ガバナンスの改善、財政・金融改
革、外国投資を呼び込むための投資環境の整備とい
う数多くの緊急課題に果敢に取り組んでいる。本年
始め、マクロ経済安定化計画を発表し、これに基づ
きこれまでに以下のような取り組みを実施中である。

①ガバナンスの改善（汚職・腐敗・幽霊公務員の
摘発、公共事業見直し）

②金融改革（管理変動為替相場制導入（健全な為
替レート）、金融機関の監督強化）

③財政改革（非石油部門の税収の強化、付加価値
税の導入、国外資産還元）

④投資環境整備（民間投資法改正、競争法制定、
査証緩和）

更に今後、赤字国営企業の整理統合、ガソリン、
公共料金への補助金撤廃などを積極的に行い財政を
健全化することが求められている。また、ユーロボ

ンドを発行するなどして資金調達を行っているが、
道路、鉄道、港、エネルギー、通信などのインフラ
を整備することが不可欠である。

アンゴラへの期待と展望
ロウレンソ新政権の取り組みは国際社会から一定

の評価を得ている。本年3月に訪問したIMFミッ
ション（4条協議）は、ガバナンスの改善と経済の
安定化のための取り組みを評価した。また、英エコ
ノミスト誌は、社説と記事を掲載し、“Angolan 
new president has made an encouraging start”
と評価した（5月5～11日号）。

経済が好転する期待も出てきた。今年に入って、
石油価格が上昇してきたこともあり、外貨収入が増
え、深刻だった外貨不足、及びそれに起因する滞留
債務の返還に改善の兆しが見えてきた。また、イン
フレ率も低下傾向にある。IMFミッションは、ア
ンゴラ経済は緩やかな回復基調にあるとして本年の
経済成長率を1.7％から2.2％に上方修正した。

他方、ロウレンソ大統領による改革は、アンゴラ
が経済成長と多角化を達成するための手段であり、
これらの改革による具体的成果が既に現れているわ
けではない。改革が本当に実を結ぶまでには今暫く
時間がかかるであろう。そして、投資家にとり、海
外利益送金が問題なく行えるような投資環境が整う
ことが期待される。

こうした中、2018年7月に行われた第34回ルア
ンダ国際見本市（FILDA）には内外から370社が参
加、入場者も5万人に達し、アンゴラ経済の復活に
かける期待が大きいことを示した（日本から丸紅が
参加）。
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活発な経済外交（日本との関係強化に向けて）
ロウレンソ大統領は、経済の多角化、外国投資の

誘致の観点から、経済外交を重視している。就任式
演説において、日本を含めアジア、欧米の経済大国
12カ国を列挙して関係を強化したいとの意向を表
明した。これを踏まえ、二国間訪問を活発に行なっ
ている他、本年1月、ダボス会議に出席するなど積
極的な経済外交を展開している。

日本はこれまで、エネルギー、インフラ、通信、
農業・漁業、工業、地雷除去、保健、教育など多く
の分野で資金援助、技術移転、人材育成などの協力
を行なってきた。日本企業も内戦中から活動してい
る。アンゴラはこうした日本の質の高い技術と協力
を高く評価しており、日本とのパートナーシップを

拡大する意向を鮮明に打ち出しているのもそのよう
な背景がある。ロウレンソ大統領は、いち早く
2019年TICAD7（横浜））への参加を表明している
他二国間訪問にも意欲を見せている。また、本年5
月に行われた第1回日アフリカ官民経済フォーラム

（ヨハネスブルグ）に経済大臣及び工業大臣の2閣僚
が参加したことも日本に対する期待の大きな現れで
ある。

アンゴラは内戦終結後わずか15年しか経ってい
ない若い国である。アンゴラの期待に日本がどのよ
うな形で応えていくのか、可能性は無限にある。そ
して、このアンゴラ新時代の幕開けのチャンスを捉
えて、その可能性を引き出すことが重要である。

（駐アンゴラ日本大使）

23歳日本人青年、“千の丘の国”に行く！
～アフリカを通して日本を見つめ直す～

河野 賢太（こうの けんた）（国E4年生）

私たち日本人にとって、4月はどんな意味を持つ
だろうか？

進学、就職、退職……色々あるだろうが、総じて
“ポジティブな”イメージを持つに違いない。しか
しながら、私が留学生として過ごした“千の丘の国”
東アフリカのルワンダでは、4月は“鬱屈した”月で
あると言えるだろう。この理由はルワンダの歴史に
関係がある。1994年4月、多数派民族“フツ”の過
激派は、少数派の民族“ツチ”に対して虐殺（ジェノ
サイド）を実行し、50万人～100万人ほどが犠牲と
なった。国際社会が未然に防ぐことができなかった
ルワンダ・ジェノサイドが勃発して24年。ツチ・

フツ民族間の融和が進んでいると謳われているが、
果たして実態はどうなのか？言葉するのもおぞまし
い凄惨な方法で自分や自分の家族が殺された後、加
害者たちを赦すことが本当に可能なのか？　こうし
た疑問を胸に単身ルワンダへと飛び込み、アフリカ
中から来た学生たちと自由闊達に議論し、一年を過
ごした。本稿では、民族間の融和とはまた違ったエ
ピソードを紹介したい。

“アフリカ晴れ”の下で語られたジェノサイド
の記憶

2017年4月某日、私はあるジェノサイドの慰霊
式典へと足を運んだ。参加者は3グループに分けら
れる。日本・ルワンダ・ブルンジ・コンゴ（コンゴ
民主共和国）を中心に構成された私たち学生グルー
プと、ルワンダ・ジェノサイド時に夫を亡くし未亡
人となった女性たち、そして彼女たちの夫を殺害し
た加害者男性らの妻たちだ。その日は目が痛くなる
ほどに空は青く、日本晴れもとい“アフリカ晴れ”
であった。一方地上の空気はとても厳かで、重苦し
い。犠牲者が祀られている墓石に花を添えた後、被
害者グループの女性たちが1時間ほどに渡り、ジェ
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ルワンダの首都キガリの中心部。この景色を見てアフリカの都
市であると想像できる人はほとんどいないのではないだろうか。
それほどまでにルワンダ・アフリカの変化は凄まじい。
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